
平成29年度 中学校教育研究協議会御案内

平成29年 4月吉日

ごあい さつ

春燭漫の季節となりました。先生方におかれましては，益々ご清祥のこととお慶び申し上げ

ます。また，日頃から本校の教育実践・研究に対し，格別のご理解とご協力を賜り，ここに厚

く御礼申し上げます。

本校では，国の動向や生徒の実態，これまでの研究の成果と課題を踏まえ， 3年間を見通した

研究テーマを「社会を主体的に生き抜くことができる生徒の育成」としました。

その最終年次にあたる本年度は，副題を「主体的な学びを実現する学習指導と評価の在り方j

とし，これまでの研究を踏まえた主体的な学びの実現と学びの過程を多面的・多角的に評価する

方法に視点をあて、実践研究のまとめに取り組んでおります。この研究協議会では，学校研究を

柱としながら、各教科等の特性を踏まえた研究の成果を発表いたします。

つきましては，是非ご来場いただき，ご意見・ご指導を賜りたくご案内申し上げます。
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埼玉大学教育学部附属中学校長 道工 勇

平成29年度 中学校教育研究協議会開催要項

社会を主体的に生き抜くことができる生徒の育成

一主体的な学びを実現する学習指導と評価の在り方-

平成 29年5月 23日(火) ・5月 24日(水)

埼玉大学教育学部附属中学校 〒336-0021 さいたま市南区別所4-2-5

電話048-862-2214 FAX048-865-6484 

上記主題のもとに実践上の諸問題について提案，および研究協議をする。

埼玉大学教育学部附属中学校

埼玉県教育委員会 さいたま市教育委員会 埼玉県連合教育研究会

埼玉県中学校長会 さいたま市中学校長会 埼玉県市町村教育委員会連合会
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研究授業 I 動 研究授業E 動 校長挨拶 教科等分科会等

講演会 総論説明

※教科等分科会等には講演会も含みます。



8 教科等研究授業 ・研究協議(分科会)

|第1日 5月23日 (火)I 

( 1 )研究授業等 1校時 (13:00--13:50) 2校時(14:05........14:55)

教書等 学年 ・組 校時 授業者 題 材 等

1年B組 1 内藤 圭太 世界の地域構成

社会
2年A組 2 替藤耕太郎 近世の日本 時代を大観して

1 
3年B組 二 瓶 岡1)私たちと経済財政について考えよう

2 

保健 2年C組 1 井村 浩一 ハンドボーノレ

体育 3年D紺 2 小津 幸康 体っくり運動

技術 3年D組 1 木村 僚 A材料と加工に関する技術 fちょい足し家具の再設計をしようJ 技術分野

家庭 3年C組 2 大関さわ子 私たちの消費生活と環境 家庭分野

l年A組 2 高橋 太一 Program3 ウッド先生がやってきた
英語

3年C組 1 蓬津 守 Program2 Volcanoes in ]apan 

学校
2年D組 1 長漬美智子 保健学習心身の機能の発達と心の健康エ欲求やストレスへの対処と心の健康

保健 講演会 2 講演会 f養護教諭から授業を発信しよう j 埼玉大学准教授 七木田文彦
~日頃の気づきや患い、たくさんの情報を生かしたt霊祭づくり~

(2)研究協議分科会 (15:10........16:45) 

教科 研究主題 指導 助 言 者 司 =i区〉‘ 者

社会の形成者としての資質や
県教育局市町村支援部義務教育指導課指導主事

清水利浩

社会
能力を育成する社会科学習

埼玉大学准教授谷 謙二
嵐山町立玉ノ岡中学校

~生徒が主体的 ・能動的に探究
埼玉大学准教授 清水 亮

教諭田中 裕理

する，'(:習活動を過して~
埼玉大学准教授 高 橋雅 也

県教育局県立学校部保健体育課指導主事

保健 主体的な学びを育む 西 川 光 治 埼玉大学教育学部附属小学校

体育 保健体育の学習 埼玉大学准教授 教諭森田哲 史

古田 久

県教育局市町村支援部義務教育指導課主任指導主事

酒井 一昭 秩父市立秩父第二中学校

技術 主体的 ・協働的な学習活
埼玉大学教授 山本利一 教諭根岸秀 和

動を通して資質 ・能力を
埼玉大学准教授内海能亜

家庭 育む学習指導の工夫
県教育局市町村支援部義務教育指導課指導主事

佐藤朋子 さいたま市立与野南中学校

埼玉大学教授 教諭 宇塚亜衣

重)11 純子

コミュニケーションの質
県教育局市町村支援部義務教育指導課主任指導主事

福沢仁恵 久喜市立菖蒲南中学校
英語 の向上を図る学習指導の

埼玉大学准教授 教 諭 田 中 佑治
工夫

及川 賢

川口市立青木中学校教頭

学校 心豊かな人間性を育む 岩津奈々子 北本市立西中学校

保健 ための指導の工夫 埼玉大学准教授 養護教諭芳野尚子

七木田文彦



|第2日 5月24日 (水)I 

( 1 )研究授業等 1校時 (13:00--13:50) 2校時(14:05--14: 55) 

教科等 学年 ・組 校時 授業者 題 材 等

1年B組 l 三浦 直行 伝える、 伝わる、言葉の世界

国語 2年D組 l 廿柴 裕 賞 それぞれの価値観『アイスプラネッ トJ他

3年D組 2 阿部 靖 史 話して、聞いて、納得しよう

1年C組 1 岸 本 航 司 平面図形

数学 2年B組 1 師岡 洋輔 式の計算

3年A組 2 野口 勝 義 標本調査

1年D組 1 山本 干し紀 身の回りの物質

理科 2年C組 2 伊 藤 悠 昭 電流とその利用

3年B組 1 島田 目也 自然と人間

1年A組 2 佐 藤 太一 表したいイメージをもち創作しよう(創作の導入)<創作 ・鑑賞>
音楽

3年A組 1 辻滞 拓 人 歌舞伎の魅力を味わおう<歌唱 ・鑑賞>

1年C組 2 高 藤 友輔 光のイメージによ る空間表現
美術

パッケージデザイン2年A組 1 吉田 真梨

(2)研究協議分科会 (15:10'"""16:45)

教F等 研究主題 指 導 助 言 者 司 L>.. 者= 

生活に生きて働く
県教育局市町村支援部義務教育指導課指導主事

橋爪 優 上旦町立上里北中学校
同語 国語の能力を育成する

崎玉大学准教授 教諭松浦 達也
授業の創造

山本 良

県教育局市町村支援部義務教育指導課指導主事

豊かな創造性を育む 松永 哲 川 μ市立戸塚中学校
数学

数学学習指導 埼玉大学教授 教諭中嶋康雄

二富 裕之

県教育局市町村支援部義務教育指導課指導主事

理科
自然を主体的 ・科学的に 鮫島弘樹 さいたま市立美圏中学校

探究する能力の育成 崎玉大学准教授 教諭管野敬之

中島 雅子

音楽科における思考力 ・
県教育局市町村支援部義務教育指導課指導主事

粛藤直美 川越市立寺尾中学校
音楽 判断力 ・表現力を育成す

崎玉大学教授 伊藤 誠 教諭小熊 克宜
る学習指導法の工夫

埼玉大学准教授小野 和彦

表現と鑑賞を一体化させ
県教育局市町村支援部義務教育指導課主任指導主事

武田圭介 埼玉大学教育学部附属小学校
美術 ながら資質・能力を育成

時玉大学教授 教諭康田和人
する学習指導の工夫

高須賀 昌志



9 備 考・本研究協議会は，教義指第817号 (平成 28年 12月 27日付)により， 埼玉県教育

委員会の後援承認済みです。

-本研究協議会は，教学指 l第 7573号(平成29年 1月 17日付)により，さいた

ま市教育委員会の後援承認済みです。

. .Q.lLL.2_JL_(怠)一主主1三E.~)$;にてお申し込みください。 (F~X..M~-865-6484)
・当日，受付にて一人あたり資料代及び参加費として 2.000円いただきます。

(県内公立小中学校初任者は資料代及び参加費をいただきません。)

・両日の研究協議の内容につきま して，

本校のホームページ(アドレス http://www.jhs.saitama-u.ac. jpj) に掲載

いたします。ぜひ御覧く ださい。

会 場 案内図

<FAX 048・865・6484>

埼玉大学教育学部附属中学校宛

研究協議会に参加します。

5月 23日 (火)

教科等| - ゅ 芳」 名

埼玉大学教育学部附属中学校

さいたま市南区別所 1-2-5

TEL 048-862-2211 

FAX 048-865-6484 

平成 29年 月

:代衣者ご芳名

5月 24日 (水)

教科等| ーゅ 芳 名』

日

※枠が足りない幼合は用紙をコピーしてお使いください。




